
半

七
六

中
央
五
(
上
房
山
)
八
五

酒
井
計
意
一
さ
ん

常
国
二
(
上
常
田
)
四
七

常
国
二
(
北
常
国
)
七
九

小
川
金
太
郎
さ
ん踏

入
二

(
踏
入
)
六

O

会
田
芳
郎
さ
ん

峰
村
き
く
乃
さ
ん

滝
沢
元

一
さ
ん

柳中鈴

七八 七
四 一 五

金
ヱ
汁
1
時
刻

A

吉
村
も
み
じ
さ
ん

成
沢
喜
義
き
ん

石
井
君
雄
さ
ん

森
田
英
雄
さ
ん中

央
三
(
馬
場
町
)
入
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沢 組 子

池や川にはなにが住んでいるかな・..

浦里保育園は、昭和30年に川西支所の南側のたんは、に固まれた静かな場所に開園、同47年に新

園舎が建設され、現在79名の園児が毎朝元気よく「おはようござし、ます」と登園してきます。

今日(7月10日)は、子供たちが、砂遊びの時、必ずつくる池や川 をヒントに「池や川にはな

にが住んでいるか」の自然学習として「どじょう」や「ふな」のつかみどりをプールで行いまし

た。全園児は、歓声を上げ、水着一つで魚、を追いまわしなヵ、ら、池や川の主がなんであるかを体

で確めていました。(浦里保育園長)

主 な内
好ましくない旅館建築規制条例を制定 i 

生活道整備など生活環境重立に補正。 6月市議会終るl
旅館建築の規制条例 7月15日施行 ー一一-…

歓声が周囲の山にこだま

自然運動公園プールソーンオープン

みんな参加しよう 。第2回部落差別をるくす市民大行動

三種混合予防接種を実施

7月29日出市上回わっしょ 1"， '1 l 

みんな参加しよう 1 

市民と市長の日
「市民と市長の日」を 8月 1日(火)午前
9時から午後 4時まで、市役所 3階市
長室で行います。お気軽におでかけく
た・さ L、。

容

農地問題相談日
農地の問題で|尚んでし、る皆さん、 8

月 1日(刈午前 8時30分から午後 5時ま
で市役所 2階農業委員会事務局で「民
地問題相談」を行います。お気軽にお
でかけくださ L、。

2 ・3ページ

8ページ

4 ・5ページ

6ページ

アページ

号外1 ・2ページ
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生
活
道
整
備
な
ど

生
活
環
境
重
点
に
補
正

〔
六
月
定
例
市
議
会
終
る
〕

六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
十
四
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
十
五
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
市
民
生
活
環
境
上
好
ま
し
く
な
い
旅
館
の
建
設
を
規
制
す
る
「
上
田
市
旅
館
業
を
目
的
と
し
た
建

築
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
、
下
水
道
使
用
料
の
改
訂
を
行
う
「
上
田
市
下
水
道
条
例
」
の
一
部
改
正
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
の
医
療
費
の
無
料
化
を
図
る
「
老
人
医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
」
の
一
部

改
正
。
市
民
生
活
に
密
着
し
た
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
一
般
会
計
特
別
会
計
補
正
予
算
。
五
十
三
年
産
米
政
府
貫

入
価
格
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
三
十
六
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

東
部
保
育
園
移
転

勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

へ
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置

えつ_~ 771号 (問ZEAZJO--広報

予

算

マ
補
正
予
算

一
般
会
計

十

一
億
四
千
六
百
七
十
三
万
四
千

円
。

特
別
会
計

三
億
四
千
九
百
九
十
九
万
円
。

マ
予
算
総
額

一
般
会
計

百
二
十
六
億
四
千
九
百
七
十
六
万

一
千
円
。

特
別
会
計

凶
十
六
億
百
八
十
万
一
千
円
。

マ
予
算
の
主
な
使
い
み
ち
ム

771号』

hv
老
人
医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
の

一

部
改
正
ム

す
べ
て
の

お
年
寄
り
が
健
康
片
皆

b

一
般
会
計

〈
総
務
費
〉

自
治
会
の
共
同
集
会
施
設
新
築
お
よ

び
用
地
購
入
費
補
助
金
、
防
犯
燈
お
よ

び
掲
示
板
新
設
補
助
金
な
ど
に

三
千
六

百
八
十
九
万
二
千
円
。

〈
民
生
費
〉

市
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
老
人

医
療
費
無
料
化

の
対
象
年
齢
を
六
十
五

歳
ま
で
引
き
さ
げ
た
老
人
医
療
費
給
付

金
、
多
額
な
医
療
費
負
担
に
よ
り
生
活

が
苦
し
い
家
庭
の
た
め
の
困
窮
者
救
済

法
外
医
療
費
給
付
金
。
東
部
保
育
園
、

神
科
第
二
保
育
園
の
新
附
改
築
お
よ
び

用
地
賊
入
費
、
上
回
ひ
も
ろ
小
川
休
打

館
新
築
事
業
補
助
金
な
ど
に

二
億
六
千

七
百
八
十
九
万
七
千
円
。

〈
衛
生
費
〉

家
庭
雑
排
水
処
理
施
設
補
助
金
な
ど

に

一
千
二
百
七
十
七
万
七
千
円
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

水
田
利
用
再
編
対
策

(
減
反
)
の
大

豆
生
産
振
興
対
策
事
業
補
助
金
、
転
作

五
十
三
年
産
米
の
政
府
買
入
価
格
を
一

俵
当
り

一
万
九
千
二
百
七
十
六
円
と
す 東部保育園移転用地(常国 l丁目)

促
進
対
策
特
別
事
業
補
助
金
、
県
営
泉

国
民
免
道
路
終
備
事
業
負
判
金
、
県
営

塩
田
平
か
ん
が
い
排
水
事
業
負
刊
金
、

農
村
恭
一
盤
総
合
整
備
事
業
の
水
路
工
事

費
な
ど
に

一
億

一
千
百
九
十

一
万
四
千

円
。

〈
商
工
費
〉

上
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
工
事
費
な
ど
に

一
千
六
百
六
十

一
万
六
千
円
。

〈
土
木
費
〉

市
道
維
持
修
繕
工
事
費
、
道
路
新
設

改
良
工
事
費
、
道
路
新
設
改
良
用
地
補

償
費
、
秋
和
上
堀
線
工
事
費
お
よ
び
用

地
費
、
県
企
業
局
が
行
っ
た
塩
田
開
発

の
取
付
道
路
取
得
金
、
自
然
運
動
公
園

の
五
十
川
プ

ー
ル
お
よ
び
管
理
棟
な
ど

の
工
事
費
な
ど
に
五
億
一
千
五
百
二
十

六
万
五
千
円
。

〈
消
防
費
〉

第
三
分
団
車
庫
兼
詰
所
新
築
工
事
費

な
ど
に

一
千
百
八
十
五
万
円
。

〈
教
育
費
〉

西
部
公
民
館
新
築
工
事
費
、
第
三
中

学
校
校
庭
夜
間
照
明
工
事
費
、
小
・
中

学
校
施
設
経
備
補
修
工
事
費
、
給
食
セ

ン
タ

ー
ボ
イ
ラ
ー
取
替
工
事
費
、
国
体

上
田
市
実
行
委
員
会
補
助
金
な
ど
に
一

億
七
千
三
百
五
十
二
万
三
千
円
。

民芸条

AiL 

を
改
め
、
こ
れ
に
賃
金
を
付
与
す
る
こ

と
。
③
自
作
地
地
代
の
評
価
は
、
統
制

最
近
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
位
全

な
市
民
生
活
関
岐
に
好
ま
し
く
な
い
旅

館
が
建
築
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
旅
館
を
規
制
す
る
た
め
に
制

定
し
ま
し
た
。

マ
県
営
土
地
改
良
事
業
経
費
の
賦
課
徴

収
に
関
す
る
条
例
ム

県
が
行
う
土
地
改
良
事
業
の
経
伎
の

一
部
を
市
と
受
益
者
が
負
刊
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
負
判
金
を
政

令
の
定
め
に
よ
り
、
受
益
者
の
皆
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
制
定
し
ま

し
た
。

マ
上
田
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
ム

下
水
道
事
業
運
営
の
健
全
化
を
図
る

と
と
も
に
、
使
用
す
る
皆
さ
ん
の
負
刊

を
考
慮
し
て
三
年
間
で
下
水
道
使
用
料

の
適
正
化
を
図
る
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

(
左
表

)

• 0円

• 5円

下水道使 用料 金 改訂 褒
63'町周 1 日 -SS471!I1 B ~ でのa陵町柄.，

斜 童 (1か月)

一一一」一一-
1 m につき 5同

&'ti 

し
て
い
る
家
庭
が
五
百
三
十
二
戸
も
あ

り
ま
す
。



神用
地
購
入
費
、
上
回

ひ
も
ろ
木
国
体
育

館
新
築
事
業
補
助
令
な
ど
に
二
倍
六
千

ー第 771

特
別
会
計

四
十
六
億
百
八
十
万

一
千
円
。

マ
予
算
の
主
な
使

い
み
ち
ム

五
十
三
年
産
米
の
政
府
買
入
価
格
を

一

依
当
り
一

万
九
千
二
百
七
十
六
円
と
す

る
と
と
も
に
、
算
定
要
素
を
①
家
族
労

働
の
評
価
は
、
製
造
業
五
人
以
上
千
人

未
満
規
模
全
国
平
均
賃
金
を
改
め
、
製

造
業
五
人
以
上
規
模
全
国
平
均
賃
金
に

よ
る
こ
と
。
②
企
画
管
理
労
働
の
無
評
価
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v
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l
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2
E
ω
Z
E
m
-
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晶
画

2Fm曹

主
な
内
一
谷
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申

請

を

行

う

六

十

日

前

ま

で

に

「

旅

館

い

p
し

〈

規

制

の

対

象

〉

建

築

同

立

申

請

書

」
を
市
長
へ
提
出
し

さ

ま

い

旅
館
業
法
で
決
め
ら
れ
て
い
る
「
ホ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

だ

」

C

テ
ル
草
古
」
「
旅

館

営

業

」

「

簡

易

宿

〈

同

意

の

決

定

〉

日

比

白

所

営

業

」

を

行

つ

建

物

を

新

築

す

る

場

旅

館

建

築

同

立

申

請

書

が

提

出

さ

れ

い

こ

の

ん
口
、
規
制
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

た
場
合
、
市
長
は

「
上

田

市

旅

館

建

築

部

以

け

μ
玖
H
F

T
モ

テ

ル

営

業

は

風

俗

営

業

等

審

査

会

ι

に
諮
り
同
意
の
可
否
を
決

湘

汎

w凶

取
締
法
第
四
条
の
六
に
基
づ
く
、
長
め
ま
す
。

-

斤

刀

J.叶

宰
-
、
川
仁
川

J

コ

野

県

の

風

俗

営

業

等

取

締

法

施

行

条

〈

立

入

調

査

お

よ

び

立

入

検

査

〉

知

永

キ

イ

例
第
三
十
六
条
に
よ
り
、
上
田
市
で
建
築
が
は
じ
ま
る
と
、
市
長
は
職
員

一
ノ

は
営
業
で
き
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
一
を
工
事
現
場
に
派
泣
し
、
建
築
が
決
め

般
に
「
モ
テ
ル
」
と
い
わ
れ
て
い
る
ら
れ
た
と
お
リ
行
わ
れ
て
い
る
か
調
盆

建
物
は
、
そ
の
構
造
が
法
す
れ
す
れ
(
検
査
)
し
ま
す
。

に

建

築

さ

れ

て

い

る

た

め

、

市

で

は

〈

勧

告

〉

こ
の
「
モ
テ
ル
」
の
よ
う
な
建
築
を
規
市
長
は
、
調
査

(
検
査

)
結
果
な
ど

制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

に
基
づ
い
て
、
工
事
が
不
適
当
な
場
合

〈

建

築

で

き

な

い

場

所

は

〉

な

ど

必

要

な

と

き

、

建

築

主

に

工

事

の

山
住
宅
の
密
集
地
。

ω図
書
館
、
公
中
止
、
変
更
な
ど
の
勧
告
を
行
い
ま
す
。

民
館
な
ど
の
教
育
文
化
地
設
の
付
近
。

〈
中
止
命
令
〉

ω児
童
、
生
徒
が
学
校

へ
通

学

す

る

道

市

長

は

、

勧

告

に

従

わ

な

い

と

き

路
の
付
泣
。
凶
公
図
お
よ
び
児
童
遊
固
ま
た
は
同
意
を
得
な
い
で
建
築
し
よ
う

地
の
付
近
。
同
園
、
県
、
市
が
指
定
し
と
し
た
建
築
主
に
は
「
中
止
命
令
」
を

た
文
化
財
の
付
近
。
附

そ

の

他

市

長

が

し

ま

す

。

不
適
当
と
し
た
場
所
。

〈
お
問
合
せ
〉

〈

建

築

す

る

と

き

は

〉

生

活

交

通

謀

生

活

係

(
宮
@
四
一

O

農
地
転
用
申
請
、
ま
た
は
建
築
確
認

O
内
線
二
七
七

)

だ一一一(211沿;!;AZJ) 第 771号ー

マ
老
人
医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
の
一

部
改
正
ム

す
べ
て
の
お
年
寄
り
が
健
康
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
の
医

療
費
の
無
料
化
を
図
る
た
め
改
正
し
ま

し
た
。

えつーベ3)ー一一一一昭和53年 7月16日 広報

健全な生活環境を守る

旅館建築の

規制条例を制定

く7月 15日施行〉

「
上
田
山
旅
館
業
を
目
的
と
し
た
建

築
の
規
制
に
闘
す
る
条
例
」
が
六
月
定

例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
、
七
月
十
五
日

か
ら
随
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
社
会
生
活
の
変
化
に

と
も
な
い
、
旅
館
の
性
質
な
ど
が
変
わ

リ

行

少

年

の
健
全
育
成
や
善
良
な
市

民
生
活
の
環
境
に
好
ま
し
く
な
い
旅
館

が
挫
築
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

こ
れ
ら
の
旅
館
挫
築
を
規
制
し
、
明
る

く
健
版
な
佐
川
邸
成
の
維
持
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

「

一
[
見
書

水
回
転
作
に
よ
る
稲
作
農
家
の
所
得

の
減
少
、
機
械
稼
動
率
の
低
下
な
ど
に

よ
る
生
産
費
の
増
高
な
ど
を
考
慮
し
て

東

マ
上
田
市
旅
館
業
を
目
的
と
し
た
建
築

の
規
制
に
関
す
る
条
例
ム

を
改
め
、
こ
れ
に
賃
金
を
付
与
す
る
こ

と
。
③
自
作
地
地
代
の
評
価
は
、
統
制

小
作
料
に
よ
る
を
改
め
、
実
納
小
作
料

と
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
し
た
「
昭
和

五
十
三
年
産
米
政
府
買
入
価
格
に
関
す

る
意
見
書
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

「下水道水洗化普及

専門相談員を設置」

市
は
、
七
月
か
ら
下
水
道
利
用
の
促

進
を
図
る
た
め
、
下
水
道
課
に
「
水
洗

化
普
及
専
門
相
談
員
」
を
置
き
、
下
水

道
使
用
可
能
地
域
で
、
種
々
の
問
題
の

た
め
水
洗
化
で
き
な
い
で
い
る
皆
さ
ん

の
ご
相
談
に
応
じ
て
行
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い

。
ま
た
、
水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い

ご
家
庭
に
同
相
談
員
が
ご
相
談
に
伺
い

ま
す

の
で
、
同
相
談
員
が
伺
い
ま
し
た

ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
普
及
率
は
、
七

O
%

(六
月

一
日
現
在
)
で
、
使
用
可
能
戸
数
は
四

千
三
百
十
五
戸
、
水
洗
化
し
て
い
な
い

家
庭
は

一
千
二
百
七
十
八
戸
あ
り
、
こ

の
う
ち
使
用
可
能
日
か
ら
三
年
を
経
過

り
ま
す
。

下
水
道
法
の
規
定
で
は
、
下
水
道
が

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
三
年

以
内
に
水
洗
化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
対
象
と

な
る
五
百
三
十
二
戸
の
皆
さ
ん
は
、
借

地
借
家
問
題
、
経
済
的
な
問
題
、
家
屋

増
改
築
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

お
持
ち
で
す
が
、
普
及
相
談
貝
に
積
極

的
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、

一
日
も
早
〈

健
康
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
下
水
道

の
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
法
の
規
定
の
期
限
は
き
て
い

な
い
が
、
水
洗
化
に
つ
い
て
問
題
が
あ

る
皆
さ
ん
も
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

〈
お
問
合
せ
〉

下
水
道
課
普
及
係

(
宮
@
四

一
0
0

内
線
三
五
八

)
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流
水
プ
ー
ル
は
、

立
っ

て
い
る
だ

け
で
自
然
に
流
れ
て
く
れ
る
し
、
ス

ラ
イ
ダ
ー
プ

l
ル
で
水
に
飛
び
込
む

時
が

一
番
お
も
し
ろ
い

。

競
争
の
で
き
る
大
き
な
プ
ー
ル
も

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
き
な
と
こ
ろ
に
、
い
ろ
い
ろ
な

プ
ー
ル
が
あ
る
の
で
持
い
日
は
、
毎

回
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

坂

下

進

君

(
川
辺
小
四
年

砕
い
口
は

毎
日
き
た
い

えつー第 771号 (2115AJJAZll)一一一広報

歓声が周囲の山にこだま

F晴樹11世)ーー

も
、七，Ij
-凶 i込

ト目め
をま
迎 つ
えリ

まー「
.L-;:!::;-

守、 →

!コ わ
'コ
し
ょ

」

大勢の皆さんでにぎわっています(写真上)

中
山
文
子
さ
ん

(
四
歳
川
辺
町
)

周
囲
の
松
林
が
映
え

海
に
い
っ
た
感
じ

ス
ポ

ー

ツ
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

総
介
施
設
「
上
田
市
自
然
運
動
公
園
」

の
第

一
期
工
事
プ

l
ル
ゾ

l
ン
が
完
成
。

六
月
二
十
四
日
午
前
十
時
、
管
理
陳

東
側
で
、
石
井
市
長
を
は
じ
め
、
同
公

園
の
建
設
資
金
と
し
て

三
年
前
に

一
億

円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
成
沢
定
平

さ
ん

(東
京
都
)、

プ

ー

ル

ザ
l
ン
建

設
関
係
者
の
皆
さ
ん
な
ど
約
百

七
十
人

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
開
園
式
を
行

い
ま
し
た
。

テ
ー
プ
カ

ッ
ト
の
後
、
石
井
市
長
が

始
動
式
で
モ
ー
タ
ー
の
ス
イ
ソ
チ
を
押

す
と
、
流
水
プ
ー
ル

の
水
に
初
め
て
流

れ
が
生
れ
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ル

の
ス

ベ
リ
台
に
水
が
勢
い
よ
く
流
れ
、
徒
渉

プ
ー
ル

の
噴
水
が
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
ま

し
た
。

流
れ

の
生
じ
た
流
水
プ
ー
ル
、

ス
ラ

イ
ダ
ー
プ

l
ル
な
ど
で
、
ト
し
旧
女
子
同

期
大
学
生
、
か
し
わ
似
な
同
児
、
り
約
何

回
十
名
が
初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

家
族
全
員

(
四
人
)
で
初
め
て
き

ま
し
た
。

今
ま
で
の
市
営
プ

ー
ル

と
述
い
、

ふ
ん
い
気
が
良
く
、
松
林
に
か
こ
ま

れ
広
々
と
し
て
い
て
、
海
に
行
っ
た

感
じ
が
し
ま
す
。

た
だ
、
洗
服
装
置
の
場
所
が
わ
か

ら
ず
こ
ま
り
ま
し
た
。
際
示
板
な
ど

を
つ
け
て
わ
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

一
一
日
の
日
曜
日

四
千
人
を
突
破

開
園
後
の
利
用
者
は
、
土
・
日
曜
日

に
集
中
し
、
七
月
二
日
の
日
曜
日
は
、

家
族
連
れ
を
中
心
に
四
千
人
を
オ
ー

バ

ー
す
る
人
出
で
大
に
さ
わ
い
、
広
い
プ

ー
ル
ゾ

l
ン
も
人
、
人
、
人
で
埋
ま
り

小
供
た
ち
の
歓
声
が
緑
濃
い
周
囲
の
山

々
に
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ん

か
ら
目
を
は
な
さ
な
い

で
く
だ
さ

い
。
万
一
、
お
子
さ
ん
が
迷
子
に
な

っ 』
F

土
・
日
曜
日
は
、
入
場
者
の
切
目
が
な

く
入
場
券
売
場
(
写
真
)
や
駐
車
場
は
、

係
員
が
汗
だ
く
に
な
っ
て
整
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

に
、
体
の
不
自
由
な
人

の
席
を
設
け
ま

す
。
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市
民
め
ま
勺
り

「
上
出
わ
う
し
よ
い
」

も
七
凶
日
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
も
七
月
二
十
九
日

ωの
復
、
家

族
そ
ろ
っ
て
、
互
の
伎
を
楽
し
く
す
ご

し
ま
し
ょ
う
。

「連」

の
受
付
が

始
ま
っ
て
い
ま
す

七
月
一
日
の
受
付
闘
始
か
ら
「
辿
」

の
申
込
み
が
い
肌
い

て
い
ま
す
。

「
踊
リ
辿
」
は
二
十
人
ぐ
ら
い
か
ら

n治
会
、
峨
場
、
岡
地
味
の
会
な
と
ど
ん

な
グ
ル

ー
プ
で
も
け
つ
こ
う
で
す
。

「み

こ
し
述
」
は
、
た
る
み
こ
し
で

も
、
日
み
こ
し
で
も
、
そ
の
他
ア
イ
テ

ア
に
あ
ふ
れ
た
新
し
い
形
の
「
み
、
」
し
」

も
お
も
し
ろ
い
で
し
ょ
う
。

「太
鼓
辿
」
は
、
今
年
は
じ
め
て
の

募
集
で
す
。
お
鉱
山
リ
広
場
で
ト
A

以
を
打

っ
て
み
た
い

人
は
、
立
人
ぐ
ら
い
の
「
連
」

を
作
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。いv? 

上回わっしょし、(号外)

29日(土)

ーー(1)

「みこし Jr踊り Jr太鼓」

つ

みんな参加して

夏の夜を楽しも

「
太
鼓
述
」
の
受
付
は

二
十
日
刷
、

「
み
こ
し
辿
」
「
踊
リ
述
」
は
二

卜

4

日

ωで
締
切
リ
ま
す
か
ら
、
早
目
に
市

役
所
観
光
謀
内
の
仮
事
務
所
(
大
子
一

丁
目
十
一
ー
l
十
六
)
へ
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。踊

り
の
練
習
は

初
め
て
出
る
述
へ
は
、
上
回
H
A
M
述

合
会
の
会
長
の
方
が
指
導
に
行
き
ま
す
。

講
師
の
皆
さ
ん
の
連
絡
先
き
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
最
寄
リ

の
講
師

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

出
た
こ
と
の
あ
る
速
は
、
お
互
い
に

教
え
あ
っ
て
練
習
し
て
く
だ
さ
い

。

お

祭
り
か
近
づ
く
と
講
師
の
日
程
が
と
れ

ま
せ
ん
の
で
、
講
師
が
必
要
な
場
合
は

早
自
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

事
務
所
開
き
と

「
連
」
打
合
せ
会
議

事
務
所
聞
き
は
、
七
月
二
十
四
日
川

午
後
一
時
か
ら
上
回
商
工
会
議
所
二
階

で
行
い
ま
す
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

事
務
所
聞
き
が
す
む
と
「
上
回
わ
っ

し
ょ
い
」
の
事
務
は
、
す
べ
て
こ
の
事

務
所
で
行
い
ま
す
。
「
述
」
申
込
み
、

そ
の
他
の
問
合
せ
は
下
務
所
ま
で
。

電
話
は

@

O
七
二

O
番
で
す
。

七
月
二
十
七
日
闘
は
「
述
」
会
議
、

「
踊
リ
遥
」
の
出
発
位
置
、
一
任
立
ぃ
事
項

な
ど
こ
の
会
議
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(
申
込
ん
だ
速
に
は
通
知
し
ま
す

)

当
日
は

午
後
五
時
か
ら
同
七
時
四
十
五
分
ま

で
は
、
み
こ
し
の
時
間
で
す
。

午
後
八
時
か
ら
同
九
時
四
十
五
分
ま

で
は
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
の
踊
リ
。

本
部
は
、
上
回
商
工
会
議
所
前
に
作

り
ま
す
。
緊
急
の
連
絡
、

け
が
、
急
病

人
な
ど
は
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

例
年
、
迷
子
が
多
く
出
ま
す
。

お
f

さ
ん
か
ら
日
を
は
な
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
万
一
、
お
子
さ
ん
が
迷
子
に
な
っ

た
時
は
、
本
部
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

踊
り
が
始
ま
る
と
、
呼
び
出
し
な
ど
の

放
送
時
聞
が
と
り
に
く
く
な
り
ま
す
の

で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
に
は
く
れ
く
れ

も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

に
、
体
の
不
自
由
な
人
の
席
を
設
け
ま

す。
中
央
交
差
点
付
近
は
、
例
年
か
な
り

混
雑
し
ま
す
。
お
年
寄
り
、
子
供
つ
れ

の
人
は
、
こ
の
辺
は
さ
け
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

市
内
て
買
い
ま
し
ょ
う

タ
バ
コ
は

ン

Yレ
ノ可

ン

設 l
けト
まを
す

原
町
の
ユ
ニ
!
と
上
田
信
用
金
庫
前

上田わっしょい踊り講師一覧表

氏 {上 所 l正 言古 氏 ?" い'{J ''T LL "市

'l'iJ;ていイ|止ゴ11原初111494ー 17 22-9361 池 田 武 f 市型干減 1-7-19 24-8990 

西沢貞子|常磐城 lー 7-15 22-8985 三輪 :欽イ 中央3-8-22 24-0825 

近藤敏子|中央西 2-5-2 22-1674 菅沼せきじ 上塩IIL2 0 6 - 7 (イ02-9007

徳武志げ美|中央 3-5ー 19 22-2460 矢 口 義和 下塩尻 31 2 24-6854 

水野錦子|五 11111 38-2414 滝沢良江 中央北 2-7-2 23-1438 

，j;J田ゆり子|中央 2-6ー 11 22-1774 市川 久子一 岡 7 3 4 31-2904 

't:~. m~つね代|大子 2-5 ー15 2l12J-1241リ1i0l人01 
清水とし子 天神 4 - 2 1 7 24-5344 

1人l市以 272 

山崎よしゑ IJ-_ J京柳 22-5684 高僑きみイー T-胸町 27 111 22-8321 

l山l角かね代三 H 町 52 0 24-8357 山岸常敏 T 1>>1 11fT 1011一山03-57

全 iJ~佐多(- '1' 央 2-24-3 23 峨小松日 (-1蜘 Ji-1 山 o 22 刊

Ii 
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交
通
規
制
は

午
後
五
時
1
十
時
四
十
分

午
後
五
時
か
ら
同
十
時
四
十
分
ま
で

お
祭
り
広
場
は
、
↑
阜
の
乗
り
入
れ
が
禁

止
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

こ
の
禁
止
に
よ
り
、
周
辺
の
道
路
も
交

通
が
規
制
さ
れ
ま
す
の
で
、
笹
察
、
交

通
安
全
協
会
員
、
交
通
指
導
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

タ
ク
シ
ー
乗
場
は

タ
ク
シ
ー
乗
場
も
西
武
上
回
庖
筋
山

か
い
の
上
小
燃
料
前
へ
移
り
ま
す
。

交
通
規
制
解
除
の
午
後
十
時
四
十
分

か
ら
は
、
上
田
駅
前
へ
も
ど
り
ま
す
の

で
、
現
場
の
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

バ
ス
停
が
移
動
し
ま
す

駐
車
場
が不

足
し
ま
す

上回わっしょし、(号外)

午
後
五
時
か
ら
、
お
祭
り
広
場
の
中

の
バ
ス
停
は
使
、
え
な
く
な
り
ま
す
。

上
田
駅
前
の
停
留
所
は
、
西
武
上
図

的
前
へ
移
り
ま
す
。
そ
の
他
パ
ス
の
遂

行
が
変
り
ま
す
の
で
下
図
を
こ
覧
く
だ

さ

い
。

お
祭
り
広
場
に
近

い
駐
車
場
は
、
わ

ず
か
し
か
収
容
で
き
ま
せ
ん
。

で
き
る

だ
け、

パ
ス
、
電
車
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
お
祭
リ
が
終
る
と
西
武
上
回
庖
前

か
ら
臨
時
パ
ス
が
で
ま
す。

四回(第三雌郵便)

臨時パス・電車時刻表

7回‘上国わっしょ¥.¥"交通規制区域案内図

lS53729  
ー剛5.00-剛 10.40 

歩行者道路

ー一 一方通行

~-ー 一方通行解除
(ただし歩行者道路横断は口 できない)Tス路線変更
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人
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上
田
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子
短
期
大
学
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一

年

生

」
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お
父
さ
ん
と
妹
と
来
ま
し
た

。
今

日
で

二
回
目
で
す
。

流
水
プ

l
ル
は
、
水
が
流
れ
て
い

て
力
い
っ
ぱ
い
泳
が
な
く
て
も
、
早

く
泳
い
で
い
る
よ
う
で
お
も
し
ろ
い

。

ス
ラ
イ
タ
ー
プ
ー
ル
は
出
ん
で
い
て

ま
だ
す
べ
っ
て
み
ま
せ
ん
が
、
早
く

す
べ
っ
て
み
た
い
で
す
。

更
衣
室
が
せ
ま
い
の
で
も
っ
と
広

く
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

もJ

春
原
真
理
子
さ
ん

(
川
辺
小
四
年

流
水
プ

l
ル
が

楽
し
い

芳

沢

智

造

さ

ん

(
川
町
歳
丸
子
町

清
潔
で良

い
施
設

大
人
も

楽
し
め
る

プ

l
ル
を
早
く

j竜沢さん

V
子
供
た
ち
に
は
よ
い
が
、
プ

ー
ル

が
浅
い
の
で
、
私
た
ち
に
は
向
か
な

い
感
じ
。

V
小
さ
い
子
が
浮
袋
だ
け
で
楽
し
め

る
よ
い
地
設
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私

た
ち
も
楽
し
め
る
大
人
用
の
プ
ー
ル

も
ほ
し
い
で
す
。

V
子
供
を
主
に
作
っ
た
よ
う
な
感
じ

で
、
プ
ー
ル
へ
入
っ
て
も
じ
ゅ
う
ぶ

ん
楽
し
め
る
ふ
ん
い
気
で
は
な
い
で

す
ね
。
子
供
を
連
れ
て
く
れ
ば
別
だ

と
思
い
ま
す
が
。

子
供
に
せ
が
ま
れ
、
丸
子
町
か
ら

さ
ま
し
た
。

広
く
て
水
が
き
れ
い
て
山
潔
な
と

て
も
良
い
地
設
で
す
。
私
の
町
に
も

つ
く

っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
は
冒
険
ず
き
な

子
供
に
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
ベ
ン
チ
に
た
ば

こ
の
灰
皿
が
あ
り
ま
す
が
、
大
勢
入

っ
た
時
、
不
足
ぎ
み
に
感
じ
ま
し
た
。

プ
ー
ル
ゾ
|
ン
を
利
用
す
る
皆
さ

ん
の
わ
す
れ
物
が
多
く
見
ら
れ
ま
す

の
で
、
州
る
と
き
は
、
自
分
の
持

っ

て
き
た
物
を
必
ず
確
認
し
わ
す
れ
物

を
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い

u

ま
た
、
フ
|
ル
内
で
は
、
危
険
防

止
の
た
め
職
員
の
指
示
に
し
た
が
っ

て
楽
し
い
水
泳
を
し
ま
し
ょ
う
。

車
整
理
料
金

一
回
百
円

〈
自
然
運
動
公
園
駐
車
場
〉

わ
す
れ
物
に
注
意

係
員
の
指
示
を

良
く
聞
い
て

六
月
二
十
四
日
開
国
し
た
と
回
市

自
然
運
動
公
園
プ

l
ル
ゾ
|
ン
の
駐

車
場
は
、
車
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
に

「
車
繁
理
料
金

一
回
百
円
」
を
い
た

だ
き
ま
す
。

同
駐
車
場
は
、
下
之
郷
自
治
会
に

管
理
を
委
託
し
て
↑
阜
の
務
理
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
土
・
日
時
日
は
悦
雄

し
、
か
な
り
渋
滞
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
土

・
日
曜
日
、
然
目
、

夏
休
み
な
ど
は
、
上
回
交
通
の
屯
卓

を
利
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

自
然
運
動
公
園
周
囲
の
道
路

へ
の

駐
車
は
、
』
阜
の
渋
滞
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
駐
唱
し
な
い
よ
う
も
}
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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務知もせ

~ 

今年、南部保育園(写真)と北

保育園に新しいプ ルができ 、園

児たちが元気に水しぶきをあげて

います。

市
民
み
ん
な
が
参
加
し
よ
う

えつー第 771号 (れ15品目協JIU--一 広 報

第
三
凶
部
活
差
別
を
な
く
す
市
民
大

行
動
を
、
七
月
二
十
一
日
掛
午
後
二
時

三
十
分
か
ら
上
田
市
民
会
館
で
行
い
ま

す
の
で
、

市
民

の
皆
さ
ん
大
勢
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

今
年
は
、
十
年
間
の
時
限
立
法
で
あ

る
「
同
和
対
策
卒
業
特
別
措
置
法
」
の

松
終
年
度
で
す
が
、
差
別
事
件
は
今
な

お
あ
と
を
た
た
ず
、
同
法
の
強
化
延
長

を
望
む
声
が
各
万
一
白
に
広
が
り
と
高
ま

り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
こ

の
問
題
に
対

す
る
理
解
と
認
識
を
高
め
る
と
と
も
に

部
孫
の
完
全
解
放
を
図
る
た
め
、
部
落

差
別
を
な
く
す
市
民
大
行
動
を
次
に
よ

リ
わ
い
ま
す
。

〈
日

程

〉

午
後
二
時
三
十
分
開
会
宣
言
。
映
画

「
若
竹
よ
雪
を
は
じ
け
」
上
映
。
主
催

者
代
表
あ
い
さ
つ
。
来
賓
祝
辞
。
議
長

選
出
。
ス
ロ

ー
ガ
ン
確
認
。
宣
言
決
議

閉
会
。
大
行
動
。

〈
大
行
動
(
市
内
行
進
)
〉

コ
ー
ス
①
二
の
丸
橋
|
上
田
市
役
所

|
中
央
交
差
点
1

海
野
町
!
旧
東
駅
交

差
点
で
流
れ
解
散
。

コ
ー
ス
②
二
の
丸
僑
|
上
田
市
役
所

中
央
交
差
点
|
松
尾
町

l
m
医
町
交

差
点
で
流
れ
解
散
。

コ
ー
ス
③
二
の
丸
紙
上
回
市
役
所

ー
中
央
交
差
点
|
原
町

l
旧
丸
二
交
差

占
…
で
流
れ
解
散

し
尿
浄
化
そ
う
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん

維
持
管
理
組
合
へ
加
入
し

河
川
の
汚
れ
を
防
ご
う

近
年
、
し
以
浄
化
そ
う
が
一
般
家
嵯
合
は
、
し
尿
浄
化
そ
う
の
訟
山
者
に
か

に
か
な
り
普
及
し
ま
し
た
が
、
こ
の
浄
わ
っ
て
維
持
管
理
を
行
い
、
河
川
の
汚

化
そ
う
の
清
掃
や
維
持
管
理
が
徹
底
さ
染
防
止
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

れ
ず
放
流
さ
れ
る
た
め
、
河

川
の

汚

れ

し

尿

浄

化

そ

う

を

設

世

し

て

い

る

皆

の
一
原
因
と
な
り
問
題
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ん
で
、
ま
だ
同
組
合
へ
加
入
さ
れ
て

し
尿
浄
化
そ
う
は
「
廃
棄
物
処
理
法
」
い
な
い
人
は
是
非
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

で
、
浄
化
そ
う
の
清
帰
や
水
質
管
理
な

申
込
先
き

1
公
害
課
内
上
田
市
し
尿
浄

ど

保

守

点

検

が

義

務

づ

け

ら

れ

て

い

ま

化

そ

う

維

持

管

理

組

合

ギ

務

局

(
宮

す
。

@
四
一

O
O内
線
二
九
四
有
線
②

O

上

田

市

し

尿

浄

化

そ

う

維

持

管

理

組

六

七

二

一一ータ

ー

'

長
野
県
科
学
振
興
会
で
は
、
二
十
周

年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
山
町
内
の

科
学
技
術
の
普
及
砕
発
な
ど
に
役
立
て

る
た
め
、
次
に
よ
り
科
学
に
関
す
る
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
募
集
部
門
お
よ
び
資
格
〉

第

一

部

小

学

校

の

児

屯

第
二
部
中
一
子
校
)
牛
徒

第
三
首

L
H

川
等
ム
ザ
校
の
生
徒

第
四
部

一
一般

(
テ
ザ
イ

ン
な
ど
を

後
、
十
二
か
月
以
上
経
過
し
て
い
る

人
で
す
が
、
昨
年
は
実
施
し
な
か
っ

た
の
で
市
へ
転
入
し
て
き
た
人
以
外

職
業
と
し
て
い
る
人
は
除
く
)

〈
作
品
規
格
〉

用
紙
は

G
m
×
却
叩
か
ら
日
間
×

ω

仰
の
範
囲
と
し
、
色
彩
は
自
由
。

〈
応
募
方
法
・
お
問
合
せ
〉

応
募
作
品
に
、
小

・
中

・
高
校
生
は

学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を
、
一
般
は
住

所
、
氏
名
を
明
記
し
て
、
市
役
所
商
工

謀
あ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(
大
手

一
丁
目
十
一

1
十
六
、

宮
@
四
一

0
0

内
線
三

O
三
有
線
②

O
七

四

二

〈
そ
の
他
〉

応
昨
年
作
品
J
M

原
則
と
し
て
お
返
し
し

ま
せ
ん
。
入
賞
作
品

の
著
作
権
は、

長

野
県
科
学
娠
興
会
に
帰
属
し
ま
す

期そ肝
の 臓

ま病 疾
た気患
はカ<，ニ

活急か
f生 か
期つ

に も て
あしい
るくる
人は人
。増で

悪

八
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
応
表

に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
、
い
ず
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分

吋
イ
位
脱
手
帳
を
わ
ね
持
ち
く
だ
さ
い

。

三歳児検診日程表

会場 上セ田ン市タ健ー康 康福セ田4ン:Jタf健ー

地区 tli:回全l互

5併ド 7fJ
対象児 50年 7月刊ミ '1:: 

8月

31日

田
部
落
差
別
を
な
く
す

一三

市

民

大

行

動

日

に

〔

7
月
引
白
幽
市
民
会
館
〕

乳児検診日程表

会場 上回市健康センター 塩二階回会支議所室I悩rli祉川セ西ノ社ター会

4か月児 9か月児 l 歳半児 4・9か月 4・9か月

対

象 52年11月 52年11月

児
53年 4月生 52年 11月生 52年 2月生 生 53年 4丹月生

53年 4月 53年 5

組航U………〈州叩叩新蜘問市納内 極回全区 川西全区

~日 13 8 I 1 8 I 9日 22日 8日

資

格

1
三
十
二
年
同
月
二
日
{
速
記

官
研
修
生
は
三
十
三
年
四
月
二
日
)



都
市
川
の
完
全
解
肢
を
図
る
た
め
、
都
庁
治

差
別
を
な
く
す
市
民
大
行
動
を
次
に
よ

司~..t (昭和27年12月日1
た一一一-，第3何郵他物認可j 第 771号ーえ

百
日
ぜ
き
の
発
生
が
見
ら
れ
る
た
め

本
年
度
か
ら
三
種
混
合

(
百
日
ぜ
き
、

ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
)
の
予
防
接
種

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
対
象
者
は

最
寄
り
の
会
場
で
う
け
て
く
だ
さ
い

。

〈
対
象
者
v

ー
、
五
十
年
十
月
一
日
か
ら
五
十
一
年

六
月
三
十
日
ま
で
に
生
れ
た
人
。

2
、
四
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
五
十
年

九
月
三
十
日
ま
で
に
生
れ
た
人
で
、

二
種
混
合
、
ま
た
は
三
種
混
合
を
一

回
も
接
種
し
て
い
な
い
人
お
よ
び
一

期
一
回
し
か
接
種
し
て
い
な
い
人
。

3
、
二
期
に
一
該
当
す
る
人
二
期
終
了

一】ーベ7)ー一一一昭和53年 7月16日 広報

コ
ー
ス
③
二
の
丸
給
|
上
田
市
役
所

後
、
十
二
か
月
以
上
経
過
し
て
い
る

人
で
す
か
、
昨
年
は
実
施
し
な
か

っ

た
の
で
市

へ
転
入
し
て
き
た
人
以
外

は
該
当
し
ま
せ
ん
。
)

〈
接
種
方
法
〉

一
期
H
H
生
後
二
十
四
か
月
か
ら
四
十
八

か
月
の
聞
に
三

l
八
週
間
の
間
隔
で

三
回
接
種
(
生
後
四
十
八
か
月
以
上

の
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
)

二
期

1
一
期
終
了
後
十
二
か
月
か
ら
十

八
か
月
の
聞
に
一
回
接
種

(
生
後
六

十
六
か
月
以
内
に
接
種
し
て
く
だ
さ

三
期

1
小
学
校
六
年
生
の
と
き
に
学
校

で
接
種
し
ま
す
。

〈
接
種
で
き
な
い
人
〉

ー
、
発
熱
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
著
し

い
栄
養
障
害
者
。

2
、
心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
疾
患
、

1 2 3 

回目 回目 回目
ぷz=〉、 士曇 名

8 8 9 下青木公会堂
月 月 月
4 29 19 市 塩 田 支 所|
日 日 日
幽 (火) (刈 北常国公会堂

8 8 9 市健康センタ ー
月 月 月 農協神川支所
8 30 21 
日 日 日 市 塩 田 支 所

(火) 附 休) 森 '2: 民 官官

8 8 
月9 )11 辺 町 ~ 、 自官

月 月
10 31 22 川西社会福祉センター
日 日 日
附 同 笛出 上塩尻公会堂

8 9 9 上野が丘公民館
月 月 月
11 l 26 一 好 町 ~ 館
日 日 日
幽 幽 (刈 新 田 区 民 会館

三種混合予防接種目程表

第
四
部

一
般
(
テ
サ
イ
ン
な
ど
を

著

作

柑

は

長

野
県
科
学
振
興
会
に
帰
属
し
ま
す。

受付時間は午後1時30分から2時30分までです。

肝
臓
疾
患
に
か
か

っ
て
い
る
人
で
、

そ
の
病
気
が
急
性
期
も
し
く
は
増
悪

期
、
ま
た
は
活
動
期
に
あ
る
人
。

3
、
三
種
混
合
接
種
液
に
よ
り
、
ア
レ

ル
ギ
ー
が
お
こ
る
こ
と
が
明
ら
か
な

人
。

4
、
三
種
混
合
接
種
液
に
よ
り
、
副
反

応
を
お
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
人
。

5
、
接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん

の
症
状
が
あ
っ
た
人
。

6
、
一
か
月
以
内
に
種
痘
、
小
児
7

ヒ

麻
し
ん

(
は
し
か

)
、
風
し
ん
、

B

C

G
い
ず
れ
か
の
予
防
接
種
を
受
け

た
人
。

7
、
医
師
が
不
適
当
と
認
め
た
人
。

〈
そ
の
他
〉

ー
、
五
十
一
年
九
月
以
前
に
、
三
種
混

合
の
一
期
を
二
回
、
ま
た
は
三
回
接

種
し
て
い
る
人
は
、

二
期
の
接
種
を

せ
ず
に
三
期

(
小
学
校
六
年
生
)
の

接
種
を
受
け
れ
ば
良
い
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。

2
、
五
十
三
年
一
月
か
ら
三
月
に
実
施

し
た
二
種
混
合
予
防
接
種
の
一
期
(二

回
接
種
)
を
完
了
し
て
い
る
人
は
、

今
回
の
三
種
混
合
は
受
け
ず
に
、
二

種
混
合
で
二
期
を
受
け
て
く
だ
さ
い

(二

種
混
合
は
五
十
四
年
三
月
に
実

施
す
る
予
定
で
す
)

3
、

体
温
を
計
り
、
母
子
健
康
手
帳
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係

(
宮
@
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七
二

二

上
田
技
術
専
門
校
で
は
、
再
就
職
を

希
望
す
る
中
高
年
齢
者
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
木
彫
、
木
工
芸
品
製
作
な
ど
の

訓
練
生
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
の
で

希
望
者
は
、
早
自
に
申
込
ん
で
く
だ
さ

対
象
者
・
定
員

1
中
高
年
齢
者
の
皆
さ

ん
三
十
名
。

訓
練
期
間
H
H
八
月
二
十
四
日
嗣
か
ら
十

一
月
十
一
日
出
ま
で
。

場

所

1
上
田
技
術
専
門
校

(常
磐
城

一一

l
五

l
一一一

)

内

容

H
H
木
彫
、
木
工
芸
品
製
作
に
必

要
な
技
能
と
学
科
。

受
講
料

1
無
料
で
す
。
訓
練
に
必
要
な

彫
刻
万
は
実
費
で
あ

っ
せ
ん
し
ま
す
。

申
込
み
・
お
問
合
せ

1
八
月
十
二
日
出

ま
で
に
、
上
回
公
共
職
業
安
定
所
へ

申
込
ん
で
く
だ
さ

い

(天
神
一
丁
目

宮
@
六
三
六
三

)

裁
判
所
で
は
、
裁
判
所
事
務
官
と
裁

判
所
速
記
官
研
修
生
を
次
に
よ
り
募
集

し
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
早
目
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

資

格

1
三
十
二
年
四
月
二
日

戸
迷
記

官
研
修
生
は
三
十
三
年
四
月
二

日
)

か
ら
三
十
六
年
四
月

一
日
ま
で
に
生

れ
た
人

(
性
別
、

学
歴
は
聞
い
ま
せ

ん
)

受
付
期
間

l
七
月
二
十
二
日
出
l
七
月

三
十

一
日
開
。

試
験
日

l
第
一
次
試
験
十
月
八
日
間

申
込
先
き
・
お
閉
会
せ

1
長
野
地
方
裁

判
所

(一T捌
長
野
市
旭
日
町

一一

O

八
番
地
雷

O
二
六
二
@
四
九
九

二

一J
標

準

地

一

一

告

価

格

を

閲

覧

一

一

地

価

公

一ホ
法

(
昭
和
叫
年
法
第

ω
一

一
号
)
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
一

一
五
十
三
年
地
価
公
示
に
か
か
わ
る
国
一

一
番
を
次
に
よ
り
閲
覧
に
供
し
ま
す
。

一

一

上

田

市

長

石

井

泉

一

一
閲
覧
場
所

1
上
田
市
役
所
企
画
財
政
一

一

部

企

画

課

一

一
閲
覧
日

1
七
月
六
日
附
か
ら
三
年
間
一

一

の

各

自

(
日
曜
日
、

祝
祭
日
、
そ
一

一

の
他
市
の
休
日
を
除
く
)

↑

↑
閲
覧
時
間

l
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

一

午
前
十
二
時
ま
で
と
午
後

一
時
-

ら
午
後
五
時
ま
で

(土
曜
日
は
、

-

午
前
十
二
時
ま
で
)

-

H

閲
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
担
当
職
一

一

員
に
申
出
て
そ
の
指
示
に
従

っ
て

一

一

だ

さ

い

!

し
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納
税
組
合

連
合
会
役
員
決
ま
る

会
長
に
荻
久
保
さ
ん

五
十
三
年
度
納
税
組
合
連
合
会
の
会

長
に
、
荻
久
保
今
朝
平
さ
ん
(
下
常
国

)

が
本
田
定
二
さ
ん
(
新
屋
)
の
後
任
に

決
ま
り
ご
苦
労
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

本
閉
さ
ん
は
、
四
十
八
年
四
月
か
ら

五
年
間
お
勤
め
い
た
だ
き
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

。
会
長

O
副
会
長

-R
t
皿事

53年度納税組合連合会役員名簿(敬称略)

地 区 組 iロh、 名 氏 名

東
中常国第一 坂井太賀美

音1¥
下常国第四 。荻久保今朝平

キオ 木 町 東城伝重

中
検 町 上 町 阿部一男

央
大手 町 第八 手塚宣市

北大手第三 0大井 昇

」ヒ
上 川 原柳第四 脅樋口 広

音1¥
下房 山 西部 今井一郎

新回第三 荒井新治郎

西
新屋西部 堀内真太郎

部
新 町 浜村幸一

諏 訪 音日 丸山 厳

城
諏訪形堂村 窪田直人

御所第二 室岡岩男
下

中之条六工 田中精一

t孟 塩尻第一 小林健夫

塩尻第十 金子正一
尻

塩尻第十八 本道卯八

)11 
上田原宮本 食松山奇捨太郎

川辺町中部 野村英男
辺

下之条中組第一 中村広三郎

神 大 屋 坂田堅一

)11 国 分 太田直司

泉
上半過第二 石井忠一

福田第二 坂 F 数
回

古 'A ヨ 町 0清 水 徳 男

神
西 聖子 竹 丸山正 一

神科 山 口 山崎広一
科

長 島 古川紘一

3盛E主主L 下 =口t 回 林 義徳

殿し 岩清水氷沢 金沢五自1¥

中組馬場第一 黒沢 Ji 太

塩 下之郷第七 斉藤秀夫

八木沢第五 0藤沢酒造男

田 手塚金井 脅金沢直人

院内東町 網野弥蔵

え
一}

ー第 771号 (れlza伝説品)一一一広報

総 選挙の知識
1日

④ 

寄付の禁止

1 .園、公共企業体、または地 方公共団体に対

して次の関係にある人は、選挙に関して寄付

をするこ とはできません。

イ、土木事業などの請負契約。

ロ 物品の払い下げ、 納 入契約など。

ハ、特定の運送契約。

ニ 施設の特別使用契約。

ホ、補助金、負担金、利子補給金、その他 の

給付金 を受けている場合。

へ、資本金、基本金その他これに準ずるもの

の全部、または一部の出資、醜出を受けて

いる場合。

卜、会社、その他の法人が融資を受けている

場介。

候補者等がその役職員、または構成員であ

る会社、 法人、および団体は、選挙区内にある

ものに対して、どんな名イ義であ っても、これ

らのものの氏名を表示したリ、氏名とおしは

かれるような方法で寄ー付することは禁止され

ています。

3、何人も、 選挙に関して l、 2、に関係する

ものに対して寄付を勧誘したり、要求したり

受けては いけないとされています。

ご
寄
付
お
礼

報
恩
察
の
備
品
購
入
費
と
し
て
、

マ
宮
下
省
三
様
(
諏
訪
形
)
車
イ
ス

一
台
、
補
装
具
貸
出
用
と
し
て
、

マ
青
島
信
平
様
(
常
磐
城
五
)
三
一
万

円
、
パ
ネ
ル
写
真
五
枚
、
額
入
カ
ラ
ー

写
真
一
面
、
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し

て
、
お
よ
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
、

マ
滝
沢
源
平
様
(
東
京
都
)
十
万
円

老
人
制
祉
事
業
資
金
と
し
て
、

マ
赤
尾
勝
之
様
・
赤
尾
勝
秀
様
(
北
御

牧
村
)
二
十
六
万
一
千
五
百
四
十
六

円
、
報
恩
寮
へ
、

マ

関

章

三

様

(

千

曲
町
)
ト
チ
、

ピ
|
ピ

l
ツ
リ
ー
首
本
二
百
本
、
自
然

運
動
公
園
ほ
か
公
共
施
設
へ
、

マ
丸
山
四
郎
様
(
大
手
二
)
百
均
台

ハ
カ
リ
一
台
、
二
均
台
ハ
カ
リ
一
台
、

市
庁
舎
で

マ
成
田
久
雄
様
(
緑
が
丘
二
)
錦
鶏

二
羽
、
上
回
公
園
児
童
遊
園
地
へ
、

，
マ
側
信
州
ハ
リ
カ
様
(
中
央
四
)
菓

子
盆
七
個
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ
。

マ
東
信
福
祉
事
業
協
同
組
合
様
、
ガ
ラ

ス
コ

y
プ
百
個
上
回
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

へ、

マ
劇
団
ピ

ッ
カ
リ
座
様
二
万
三
千
円

福
祉
施
設
へ
、

マ

一

渓

会

様

十

万

円

社

会

福

祉

事

業
資
金
と
し
て
、

マ
海
野
雅
信
機
(
更
埴
市
)
ネ
バ
ト
フ
ェ
ン

ス
海
野
幸
義
公
之
墓
保
存
用
と
し
て

以
上

の
皆
さ
ん
か
ら
、
」
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

マ

坂

沢

享

様

(

上

室

賀

)

三

万

一

千
二
百
円
、
室
賀
・

小
泉
・
浦
里
小
学

校
新
入
生
へ
貯
蓄
奨
励
の
た
め
一
人
三

百
円
の
貯
金
通
帳
で
。

マ
北
信
三
菱
自
動
車
販
売
側
様
二
万

一
千
二
百
円
、
社
会
制
祉
ぃ
事
業
資
金
と

し
て

マ
安
田
火
災
海
上
保
険
附
長
野
支
府
様

安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
長
野
分
室
様

交
通
事
故
傷
害
保
険
っ
き
黄
色
い
ワ
ッ

ペ
ン
一
千
九
百
十
枚
、
小
学
校
新
入
学

児
童
へ

マ
東
塩
田
小
学
校
三
年
二
組
様
二
千

円
、
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て
、

マ
山
崎
利
秋
様

(
下
塩
尻
)
、
印
刷
輪

転
機
、
塩
尻
保
育
園
へ

マ
横
田
順
雄
様
(
小
泉
)
雑
納
ケ
ー

ス
一
個
、
水
そ
う
浄
化
器
一
個
、
小
泉

保
育
園
ヘ

マ
清
水
木
工
所
様
レ
コ
ー
ド
ケ

l
ス

献
血
理
箱
、
南
部
保
育
園

ヘ

マ

岡

田

工

務

庖

様

掛

時

計

一

個

南

部
保
育
園

へ

マ
山
越
{
一
歪
口
様
(
東
京
都
)

洗
剤
(
中

初
個
入

)
十
個
、
生
活
保
護
世
帯

へ
、

マ
荒
井
貞
雄
様

(
常
国
二

)

上
回
獅

子
の
壁
掛

市

長
室
装
飾
用
と
し
て、

マ
東
信
音
楽
文
化
協
会
様
二

万
円
、

福
祉
施
設
へ
、

マ
渡
辺
リ

ン

線

(
新
潟
県
)

十
万
円

84) 

38 ) 

61) 

23) 
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